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ノレ ンド 編 機 の 特長 


フレ ン 訪 機 は 専 特 主 第 199394 与 の 外 、 数 多く の 符 許 、 実 用 新 委 を 有 し 手 編 機 の 最高 水準 を ゆ 


くも の で あり ます 。 
特に 長所 と する 点 は 、 


1 。 


ご う 


本 機 に な 甲 針 と 乙 針 が 有り 、 と れ ら が 共 人 作用 ナ る の で 毛 来 無理 が な く 、 駐 乙 針 が 動く 事 K 
依 つ て 目 数 の 調節 が 出来 ます か ら 、 レー ス ※ か ら 極 太 ま で 各種 類 の 編 を 綺 羽 編む 事 が 出来 
ます 。 と の 点 は 他 の 編 機 に 比べ て 類 は な く 専 売 特許 に な つて 居り ます 。 


・ 本 機 に 誰 い て は 甲 針 こ 乙 針 と の 両方 の カ ム の 位置 の 調 飾 が 連動 に な つて 居り ます の で 、 ゝ 初め で 


の 方 で も 簡単 に 美しい 編 目 で 編む 事 が 出来 ます 。 


・ 本 機 に 内 いて は 甲 針 と 乙 針 が 動く 関係 か ら ヽ 特約 に 重い お も り の 必要 が あり ませ ん か ら 毛 に 


無理 が な く ヽ ゝ 手編み 同様 の ぉ ふつ くら し た 感触 が 得 ら れ ま す 。 


. 引 返し 編み 、 編み 込み その 他 ど の 様 な 模様 で も 簡単 た 操作 で 編 事 が 出来 ます 。 
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1 . 編 機 と 附属 品 


第 4 カム 固定 ナッ ト と 
- 且 雇 板 ンマ W ツ 


機 頭 部 カバ ー 止 ね 


中 2 カム レッ ヾ 


2 カム ビン 
第 2 カム 


NT 


1 一 1 機 胴 部 


機 頭 部 ( 表 ) 
機 頭 部 は 各種 の カム を 装置 し 編 組 の 際 高度 の 性 
朋 を 発揮 し ます 。 
図 の 様 に 各種 の 部 品 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 機 
頭 部 の 表面 ば 毛糸 を 供給 する ( 支 桂 、 ネ ロロ) 装 
軸 、 編 目 を 調節 する 調節 部 、 固 定 板 等 の 装置 が 
取付 け て あり ます 。 


機 頭 部 ( 裏 ) 
機 頭 都 の 裏面 は 各種 の カム ヽ 機 員 部 の レー ル に 
は まつ て 滑る 四 つ の スラ イド ピン 、 ポ 日 が 自動 
的 に 移動 する 支 本 自動 装置 ( 摺 動 板 ) 等 が 取付 
け で て あり ます 。 


1 一 2 機 胴 部 


接続 レー ル 


ry キネ すす 
2 


機 胴 部 
機 胴 部 は 大 絢 し て 、 溝 板 、 胴 受 、 接続 レ ー ル 
mm 一 一 一 の 組合 わ さ れ た だ も の で 溝 板 に は 甲 針 (メリ ヤス 
針 ) 乙 針 の 二 種 類 の 針 が 植え て で あり ます 。 丸 、 
左右 両端 に は 接続 レー ル を つ な で 取付 金具 が 取 
付け て あり ます 。 


Na _ 接続 ヒール へ 接続 ヒレ ー ル ナッ ト 


台 取 付 金 


編み 込み 板 


ze 
札 み 出し 布 症 ) 


の 
の 
トノ 


ルコ 附属 品 


附属 品 

移し レ 針 甲 針 の 先端 に か け て 編 上 由 の 移し 外し に 
使用 し ます 。 

タツ ビー ゴム 編 を 手 で 編む 場合 、 模様 編 等 に 
使用 し ます 。 

か ぎ 針 応用 針 と し て 使用 し ます 。 

台 取 付 金具 編 機 を テー ブル 丸 は 適当 な 吾 に 取 
付け る 時 に 使用 し ます 。 

編 目 押 え 編 目 が まく れ 上 ら な いび い 様 編ん だ 部 分 
を 揃え て 押 を る の に 使用 し ます 。 

編み 込み 板 模様 編 、 引 返し 編み , 編み 込み 等 
に 使用 し ます 。 


2. 編 機 の 分 解 及 び 手 入れ 


第 外 


029 - 


2 一 1 機 頭 部 


機 頭 部 カバ ー の 取外し 
機 頭 部 の 上 部 に ある ハン ドル 、 第 1 カム 賠 定 ナ 
ツ ト ヽ 第 4 カム 同定 ナッ ト 、 及 び 機 頭 部 カバ ー 


止 ね お を は づ す と 機 頭 部 カバ ー は 上 を ぇ 取外す 事 
が 出来 ます 。 


が 


\ー ン 


支 村 、 措 動 板 、 ロ 、 及 び 糸 口 ね ち 
支 桂 の 中 央 部 に ある 支点 お む を 取外し ます と 支 
特 は 主 動 板 よ り 取 外す 事 が 出来 ます 。 
村 の 先端 に ある 糸口 は 率 口 わ ぢ お と 未 口 と 別 ネ 
に 取外す 事 が 出来 ます 。 


_ 摺 動 板 


ー ヘ 


固定 板 、 刷 毛 、 及 び 固 定 板 ア ー ム 
固定 板 ア ー ム に 固定 板 、 制 毛 の 組合 わせ を た も の 
が 組立 て られ て あり ます 。 
機 頭 部 表 図 に ある 第 2 固定 板 調 飾 ナ ッ ト を 取 外 
せ ば 固定 板 、 刷毛 、 固 定 板 ア チーム の 一 組 が 取 外 


2 一 2 機 胴 部 


潮 板 と 胴 受 台 の 取外し 

薄板 と 胴 受 耕 は 、 胴 受 右 後部 の 下面 か ら 8 つの 

ね ち ぢ で 取付 けら れ て 居り ヽ ね ぢ を 外す と 前 面部 

- 吾 取付 金具 洪 込 み 也 は 差 込 ん で ある だ け で すか ら 胴 受 友 を 前 に 引出 
す と 取外す 事 が 出来 ます 。 


の 取 替 へ 

甲 針 が 傷ん だ 時 は 、 新しい 針 と 交換 し て 植え 相 
へ ます 。 寺 づ 胴 受 促 を 取外し て 溝 板 を 裏 が へ し 
ます と 甲 針 の 前 面部 に L 型 の 細長 い 針 止め が 差 
込ん で あり ます か ら 、 と れ を 引抜 きま す と 任意 
の 傷ん だ 甲 針 を 押出 し 引 才 く 事 が 出来 ます 。 針 
を 取 准 へ た ら 針 止め は 元 通り に 差 込 ん で お きま * 
す 。 


の 


2 一 3 手 入 れ 


機 補 を 長 


方 


手入れ と 取扱 い 
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ちさ せる た だ ため に は 
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が 何より も 大 切 


シン 油 を 少々 布 に つ 


vw 
we 
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け て 磨く 程度 に し まし よう 。 
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3. 編 機 の 組立 て 方 


ーー ン 


レ ー ル 金具 の 


esm ーー…ーーーーーー ペ ーー ツー" 
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原 
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3 一 1 編 機 の 取付 
機械 の 取付 は 胴 受 人 の 前 面 下部 に ある 公 取 付 
金具 差 込み 孔 に 全 取付 金具 を 華 込 み 、 テ ー プ 
ル 又 は 適当 な に 締付け ます 。 


3 一 2 接続 レー ル の 取付 


接続 レー ル の 取付 は 接続 レー ル 取 付 金 具 に は 
め 込 み 、 溝 板 の レ ー ル の . ト 上 面 と 接続 レー ル の 
上 面 と が 水平 に な る 様 に し て 接続 レー ルナ ツ ッ 
ト で 固く 締付け 固定 し ます 。 編 目 が 少く ヽ 中 
央 だ け で 編む 場合 は 接続 レー ル を 取付 ける 必 
要 は あり ませ ん 。 


/ 
CO の 
の 


3 一 3 固定 板 の 調 節 
固定 板 は 編 目 を 押 を る た め の も の で 固定 板 の 前 
緑 が 適当 な 位置 に 来る 様 に 調 飾 し て 下さ い 。 
第 1 固定 板 調 飾 ナッ ト を ゆる め て 固定 板 の 前 緑 
の 高 さ が な る べく 甲 針 の 下面 に 接近 する 様 に 調 
飾 し 固定 し ます 。 
次 に 第 2 固定 板 調 人 節 ナ ッ ト を ゆる めで て 固定 板 の 
前 締 が な る べく 乙 針 の 前 面 に 接近 する 様 に 調節 
し 固定 し ます 。 
と の 位置 は 毛 示 の 太 さ に ょ り 商 な り ま す が 所 ポポ 
を 軽く 押 を る 様 な 位置 が 適当 で す 。 


の に 日 


UL IM 


聞 。 夫 口 ね ら 3 一 4 率 口 の 調節 

才 桂 の 先端 に ある 日 は 位置 が 適当 で な いと 編 
目 が は づれ る 切 れ が あり ます か ら 御 注意 下さ 
い 。 座 日 の 高 さ は な る べく 甲 針 の 上 面 に 接近 す 
る 様 に 水 日 ね ぢ で 調節 し ます 。 

左右 の 振れ 具合 は 甲 針 を 前 に 出し 、 機 頭 部 を 動 
か し 、 甲 針 の ベラ の 付 根 の 真 上 来る 様 に 支 村 
調 餅 板 で 調節 し ます 。 

模様 編み 、 編み 込み 等 の 場合 は 毛 未 を 切ら な く 
で て も 未 曲 を つけ た まま 切込み の 溝 に 合 は せ て 引 
抜け ば その まま 取り は づ す 事 が 出来 ます 。 


甲 
3 一 5 第 2 カ ム 


第 2 カム は 特殊 な 編み 方 ( 引 返 し 編み 、 編 込み 


第 2 カム レバ ー 
第 2 カム 模様 編 等 ) の 時 使用 し ます 。 


第 2 カム は 第 9 カム レバ ベー を 上 下さ せる 事 に よ 
り 動 作 致し ます 。 ヌ 直接 に カム の 上 の 鵜 9 カム 
ピン に より 第 2 カム を 動か し て も 差 支 を あり ま 
邊 ん 。 


仙人 る ガム ビン 
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第 4 カム 固定 ナツ ッ ト 


た 7/5A の 二 


第 1 カム 固定 ナッ ト 


し 
て / 


3 一 6 編 目 の 調節 

編 目 の 調節 は 毛 示 の 種類 ( 細 と か 太 ) に より 凌 
り ま すか ら 編 目 ゲ ー ジ に 合せ て 調節 し ます 。 調 
侯 ね む お を 廻す と 第 1 カム ( 甲 針 カム ) と 第 4 カ . 
ム ( 乙 針 カム ) の 各々 の カム は 連動 し て 移動 
レ し ヽ と れ は 指針 に より 目盛 板 に 明示 され ます 。 
編 目 ゲー ジ が 定 ま れ ば 前 後に ある 第 1 カム 、 及 
び 第 4 カム 固定 ナッ ト で 固く 締め 付け て 固定 し 
調節 ね ぢ を ビ す 時 に は 必ず 第 1 カム 、 及び 第 4 
カム 固定 ナッ ト を ゆる め て か ら 廻 し て 下さ い 。 
毛 示 の 太 さ は 各社 に より 多少 凌 り ます の で 目 護 
の 位置 も 多少 変動 し ます が 大 体 次 の ゲー ジ を 基 
交 と し て 下さ い 。 

目 盛 使用 毛 

0 て 3 極細 毛 

3C6. 中 細毛 

6 て 9 並 太 毛 未 

9 て 10 極太 毛 


し oc 


4 . 編 み 方 の 基本 


4 一 1 目 の 作 り 方 
機 頭 部 を 溝 板 の 端 を なき 、 ヽ 編む 目 迷 だ け 移 し 針 
を 使 つ て 編 出 し 布 の 目 を すく いじ 機械 の 甲 針 に か 
は で いき まず 。 


4 一 2 編 目 押 え 
編 目 押 を は 目 を か けた 編 出し : 
均 に は け はさみ ます 。 


と 
も 


N。 プ 


4 一 3 毛糸 の 準備 
毛 未 は 氷 ロ の 上 か ら 下 に 通し (写真 は 移し 針 使 
用 ) 率 は 少し ね じ つ て 座 口 が 抜け た り 動く 事 
の な い 様 に し て お きま す 。 


4 一 4 毛 素 と ハン ドル の 持ち 方 
有 有 手 で ハン ドル を 下 か ら 上 に 持ち 上 げ る 様 な 気 
持 で 軽く 持ち 、 左手 で 示 を 引く 様 に し て 支え 編 
むむ 方向 に ヘン ドル を 押し ます 。 と の 場合 端 の 目 
が か いる 迄 端 の 糸 を 引き 、 率 が か いつ た ら 軽 < 
浴 を 支え る 程度 に し ます 。 同様 に し て ハン ドル 


け で 編む 事 が 出来 ます 。 


4 一 引き 返し 編 (その 一 ) 
引き 返し に 使用 する 目 数 だ け 、 編み 込み 板 を 用 
いて ベラ が 全部 手前 に 出る 迄 押出 し ます 。 
(年 意 、 針 を 手前 に 出し た 時 は ベラ を 必ず 起 し て お く 事 ) 
次 に 進行 方 向 の 第 5 カム を 手前 に 上 げ て 編み ま 
. す と 欧 に 出し て ある 目 数 だ け 編 め る わけ で す 。 


4 一 6 引き 返し 編 (その 二 ) 
引き 返し の 編み 戻り は ヽ 今 編ん だ 目 の 次 の 目 に 
一 目 か け 目 を し ヽ 最初 と 同様 に 今 編ん だ 目 だ け 
婦 押 出し て 編み 戻り ます 。 6 

と の 場合 圧 右 ど ちら か ら で も 引き 返し は 出来 ま 
9 


4 一 7 すか し 模様 編み 

移し 針 を 穴 の あく 目 に か け て ヽ 、 その 目 を 移し 争 
に 取り 隣 の 目 に これ を か け ま す 。 次 に 氷 の か 
つて ゐ ゎ な い 針 を 糸 の か いつ て ゐる 針 の 位置 に 捕 
えて 1 段 は 2 段 編み ます ょ 1 目 の 究 が 出来 ま 
す 。 

と の 様 に し て すか し 枝 様 の 符 稼 に 合せ て 穴 を あ 
け て 行き ます と 、 す か し 模様 が 出来 ます 。 


4 一 8 引上げ 模様 編み 
引き 上 げ 栓 様 の 符号 通り に 、 引き上げ る 目 C 移 
し 針 を か け 引 き 抜 いて 針 よ り は づ し 引き 上 ば げ る 
段数 だ け 目 を ほど き 、 例 えば 2 段 引上げ の 場合 
は 8 眉 目 の 目 に 移し 針 を か け ヽ 前 に ほど いた 2 
段 の 糸 も 一緒 に 針 に か け ま す 。 次 に 駐 何 段 か 編 
み 引 き 上 げ て 繰り 返し て 下さ い 。 配色 し て 縮 に 
編み 、 ヽ 引き. 上げ ます と 様々 な 模様 が 出来 ます 。 


ce マー 


4 一 9 増 目 減 目 の 場合 

増し 目 の 場 合 は 移し 針 で 端 の 2 目 を 外側 の 隣 に 
移動 させ 、 移 し た 目 の 理 目 か ら 移 し 針 に て 1 目 
含 つ て あい て ゐる 針 に か け て や D ま す と 1 目 増 
す 事 が 出来 ます 。 

減 目 の 場合 は 移し 針 で 端 の 2 目 を 取り 端 か ら 3 
目 め に 2 目 め を 重ね て か け ま す と 1 目減り ます 


で 


4 一 10 編 目 の ほど き 方 
一 方 の 手 で 編 月 押 を を 軽く 引張 り 、 他 方 の 手 で 


※ を 横 に 引き 目 を ほぐし て 行き ます 。 と れ を 繰 
り 返 し て いき ます と 何 段 で も 簡単 に 解く 事 が 出 


7 


4 一 11 編み 込み (その 一 ) 
編み 込み の 場合 は 図案 を 見 まし て 、 寺 づ 配 色 を 
使 は な い 目 、 即 ち 地 色 の 糸 の か いる 目 を 全部 手 
前 に ベラ が 出る 迄 押出 し ます 。 

(注意 と の 場合 も 必ず ベラ を 起 し て お く 事 ) 


し て ある 目 即ち 地 氷 で 編む 部 分 だ け 編 み ま す 。 


4 一 12 編み 込み (その 二 ) 

次 に 地 色 の 挫 の 通 つ て ゐる 未 日 を 抜き 、 別 の 
口 に 配色 の 毛 ま を 通し て 半 換 を 、 最初 編ん で 
た い 目 即ち 配色 に 使用 する 目 を 手前 に 押出 し ゝ 
前 と 同様 に 第 8 カム を 手前 に 上 げ て 配色 で 編 
み ま す 。 

と れ を 図案 通り に 配 勾 、 地 勾 と 交互 に 編み 
ます 。 


5. 模 様 編 の 編み 方 
5 一 1 模様 編 に つい て 
模様 編 の 場合 に 、 一 模様 が 奇 雪 の 時 は 奇数 の 作り 目 を し 、 ま た 偶数 の 時 は 偶数 の 作り 目 、 即 ち 模 様 


ステ エー ター や ドレ ス 等 の よう に 両 脇 を は ぎ 合 は せる 場合 に は 、 必 ず 脇 で 半 模 様 に な る よう 目 数 を 計 
算 し ます 。 つ まり 脇 と はぎ 合 は せる と 一 模様 に な る よう に し ます 。 
計 は ぎ 合 わせ る 時 は 、 は ぎ 有 目 が 目立た を ぬ よ うに 注意 する と 、 丸 編 と か わり な く 美 し く で き 上 り ま 
ます 。 
5 一 2 模様 編 の 符号 
| 三 表 編 人 三 引上げ 
ー 三 理 編 X 王 次 及 
か 三 2 目 1 度 で 右 よ り 重 ね る ズ 三 交叉 (但し / 線 が 上 側 ヒ な り \ 線 が 下 側 
イ 三 2 目 1 度 で を より 重ね る な る ) 
本 三 8 目 1 記 O 厄 穴 
プン 剛 ずら し 目 


IIIIITIITIITTIIIILHIIIIIILIHITII 
HHTT ロ ロー ボキ 


NTHHHHT2 肝 NH 
| | \ 4 
HH オイ に エロ 
ト 1 
rrhrhrhrHHHTNTHT 
に Th PTPPTLUTTIPL も し IFP 
THTHHHHrHTHTHrHrrHiHT 
TrTLUAETTTTTHT HH 
ロロ リロ イダ N よ エエ エロ ロリ ロイ 
hhfrrNRtrhrhrhrrrhrTy 
1 } 段 


8 一 3 リボ ン ・ ス テツ チ 
5 月 の 模 様 で すか ら 、 模 様 の 都 分 を 編 ま な いよ うに 5 目 お き に 5 本 の 甲 針 を 出し て 1 邊 編み ます o 
ん に 編 まな いで 一直 線 に 引か れ た 米 を それ ぞ れ 表側 に すべ ら せ 、 そ の まま 一 了 段 編み ます 。 同 憶 に し 
て 模様 の 位 斬 を 変え ず に 5 回 (10 段 ) 編み 、 最 後に 模様 の 中 心 の 甲 針 に 、 編 まず に お いた 5 本 の ポポ 
を 一 度 に 引き 上 げ て 編み ます 。 と の 模様 を 互 に 飛ば し ます 。 


[6] イィ ToI イ Io1 イ 161 イ 19 1 イ 1o1 イ Io6I イ IS 
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Llol-FH- 人 MIN 
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S 一 竹 ドラ イブ ・ ク ロス ・ ス テツ ッ ツチ 
6 月 の 倍 雪 の 年 り 月 を し 、 ガ ー タ ー ( 裏 編 ) 1 段 編み 、 1 目 お き に 2 目 ず つ 重 ね て その まま 2 外 編 
ます 。 次 に ガー ター を 1 段 編み か 、 メ リヤ ス で 4 段 ま つ す ぐに 編み ます 。 更に ガー ター を 1 段 し て 
メリ ヤス を 2 段 編 ん だ ら ヽ 進行 方 向 の 反対 側 4 本 目 の 乙 針 に を 巻き な が ら 甲 針 に 掛け て 1 目 ま つ 
和み ます 。 同 様 に し て 1 段 編 み 選 針 に か か つて いる ※ を は ず し ヽ 編み 目 押 を ご ど と 強く 下 に 引き ま 
す 。 3 目 の 移し 針 2 本 で 左右 に 交叉 させ 、 2 段 メ リヤ ス を 編み ガー ター を 1 段 編み ま す 。 


(20) 


IIITITIOLUTI | イイ | 111 
lol イ HITITITloILloI イ IITITITG」 
LloI イ HITITTTIOI イ TITLIITIoTI1O1 イ 


8 一 8 達し 三 算 ダイ ヤ “ 
| 栓 様 12 且 で すか ら 12 目 の 倍数 の 作り 目 を し て 、1 模様 の 両端 か ら 内 側 に 向 つ て 2 彼 ど と に 穴 を 開 
けた が ら 、 中 心 3 目 1 度 C な る まで 10 自 編み ます 。( 透 し 編 横 様 の 項 を 参照) 次 に 両側 の 穴 の 聞 史 
を 反対 C 扱 げ け な を が ら 、 1 段 目 と 同じ に な る まで 10 段 編み ます 。 と の 時 ダイ ヤ の 形 の 真中 に 交 な に 4 
つ 穴 を 開け 、 小 さ な ダ イヤ を 作り な が ら 編 み ま す 。 
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衣 は 配色 ネ 1 1 段 


ら ー6 二 色 石垣 
地 際 で 5 目 お き に 1 目 配 色 を 編み 込み な が ら 二 段 編み ます 。 次 に 配色 で 2 段 編み 前 の 編み 込み 配 
勾 の 両側 2 目 を 含ん だ 8 目 を 2 段 ほ どき 地 示 を 引き 上 げ ま す 。 更に 地 糸 で 4 段 真 直ぐ 編み 、 前 に 
ほど いた 配色 素 は 引き 上 げ て 一 回 ね じ り 中 央 の 甲 針 に か け ま す 。 2 つめ の 模様 は 最初 の 模様 の 中 心 
で 引き 上 げ る 様 に 交互 に し な が ら 同 様 に 編み ます 。 ' 


| Al 


| 
ハ 


5 一 7 い レ しずえ 絹 
2 段 ま つ す ぐに 編み 、 1 目 お き に 1 段 ず つ ほ どい て 引き 上 げ ま す 。 次 に 同様 に 2 段 まつ すぐ 編み ゝ 
最初 の 落し 目 と 落し 目 の 聞 を 1 段 何 どい て 引き 上 げ ま す 。 と れ を 変 世に くり 返し て 編み ます 。 


Sー8 変り 三 つ 編 縛 
0 月 表 編 に し 、 1 目 裏 編 に し な が ら 2 段 編み 、 6 月 の う ち 2 日 を 残し て 一 方 で 9 目 ず つ を 交 丸 せ 
側 で 、 2 目 ず つ 交 又 さ せま す 。 同様 に し な が ら 左 右 で 交互 に 交叉 
(2 


本 9 に 2 段 編み 2 月 残し た 作 
せ て 編み ます 。 


(25) 


5 一 9 シン グル 細 絹 
6 目 お き に 3 目 の 変 り 縄 編 2 本 と 、6 段 ど と の ガー ター と メリ ヤス の 締 に し ます 。 
紳 編 は 6 目 が 2 模様 で すか ら ヽ 、 3 目 の 内 1 目 を 残し て 凸 一 方 で 1 目 ず つ 交 奴 さ せ 、 さらに 2 條 編ん 
で 反対 の 方 で 交 又 させ ます 。 同様 に し て 2 段 ど と に 交互 に 交 又 させ て 編み ます 。 


WS 


S 一 10 ゆ す ら 梅 | 
1 携 様 19 目 で すか ら 、12 の 倍 雪 の 作り 目 を し て ヽ 各 模 様 の 中 心 1 目 を その まま に し ヽ 両側 に 1 目 ず 


な が ら ヽ 、 3 目 1 度 に な る まで 5 段 編 みか ます 。 と の 模様 を 交互 に くり 返し て 編み ます 。 


、Z6 


11 
も HLUIIIIEU. 
HLTIIIII 


5 一 11 引き 上 げ 立 藤 
地 率 を 編み 、 配色 で 4 段 ま つ す ぐに 編み ます 。 次 に 8 目 お き に 1 目 を 4 段 ほど き 一 度 に 引き 上 げ 
ます 。 更に 地 率 で 2 段 編み 、 3 目 の 中 心 の 目 を 2 段 ほ どい て 一 度 に 引き _ 上 げ ま す 。 と れ を 交互 繰 


り 返し て 編み ます 。 


②7) 


5 一 12 羽 ば た き 癌 
1 様 13 目 で すか ら ゝ ヽ 18 の 倍数 の 作り 目 を し て 8 目 の メ リヤ ス 、 ヽ 、 $ 
端 の 順に し た 模様 で す 。 
ら 順 に ゆま 


目 の 音 編 、7 目 の すか し 編 、 ゝ 3 


目 の 斉 # 
すか し 編 は 段 ど と に 一 方 だ な け に 穴 が 並ぶ よう に 、 ヽ 反対 に 向 つ て 1 目 、 2 目 、 3 目 と 端 か 


り 目 を し て 6 段 編み ます 。 次 に 同様 に し て 反 財 側 に 穴 が 開く よう に ゆず り 目 を し な が ら 6 段 編み ま 
ゅ 
(26 リ 


5 一 139 つり 鐘 模 様 


時 ドー 


い 


一 携 様 7 目 8 段 の つり 鏡 模 様 で す 。 裏 編 2 目 、 表 編 5 目 の ゴ ム 編 に 編み な が ら 、 1 段 目 は 表 編 の 両 
Nchiahtsle 二 PtehRhRIe あ ai 


す 。 
G②9) 


ーー トー (FIT TT91 人 To] 
人 oOIITITHー 


8 一 14 立 わ く 絞 り 模 様 


12 目 14 了 1 模様 で すか ら 12 の 倍数 の 作り 目 を し ます 。 9 目 お き に に 3 目 の 理 編 と し な が ら 、 先 到 表 
紀 の 中 心 の 時 針 を 8 目 1 度 に し て 両側 に 穴 を 開け その まま 2 邊 編み ます 。 次 に 中 心 3 目 お いて 両側 
に 穴 を 開け 2 自 編 か 、 と れ を 変 也 に 3 回 繰り 返し て 14 段 編み ます 。 と の 拉 様 を 交叉 させ て 同様 と 編 
み ま す 。 
(30) 


ーー 


6 . フレ ンド 段数 計 


1 
) 
1 
| 
1 
が 
い 
きま し 
/ 


フレ ンド 編 機 に は 他 に 優美 に し て 堅 定 な \ フ ラ レ 生 

ンド 段数 計 \ を 簡単 に 取付 ける 事 に よ つ て 段数 | 

を 正確 に 目盛 板 に 表示 し 何時 で も 気楽 と 美しい ) 

編 目 で 編む 事 が 出来 ます 。 ] 
こい フレ ンド 段数 計 の 取扱 い 方 

NN フラレ ンド 編 機 の 機 胴 部 の 針 カ バー 8 個所 ある | 

NN 段数 計 取 付 穴 の 何れ か に 段 散 計 の 足 の 取付 穴 を | 

「 ジ 合せ て 取付 ね ぢ で 固く 締付け ます 。 次 に 機 豆 部 

の スラ イド ピン B に 作動 板 を 機 頭 部 の 主 動 板 に 

合せ て 締付け れ ば 取付 け は 完了 で す 。 後 は 編 機 

の ハン ドル を 左右 に 動か せ ば 作動 板 が 怒 数 計 レ [ 

バー を 通過 する 度 に 段数 は 目盛 板 に 正確 に 表示 

され ます 。 表示 され た 数 字 を 変 へ る 場合 は 裏面 

の 戻し ね じ A、 及 び B を 適当 に 名 せ ば 簡単 に 変 

へ る 事 が 出来 ます 。 


段数 計 レバ ー 


戻し ね ち A 


\ 片 手 で 美しく 気楽 に 編む に は フレ ンド 
トン ボ を ぃ 
フレンド 編 機 ヒ 他 に フレ ンド トンボ を 取付 け ま 
す と 編 系 が 自動 的 に 調 館 され ます か ら 片 手 で 編 
む 事 が 出来 ます 。 又 開閉 部 で 編 系 の 調節 と し ま 
すか ら 編 目 が 和 柔 か く 美 し く 編 む 事 が 出来 ます 。 


(92) 


\ 特 許 申請 中 の ワン . ス トロ ー ク . ゴ ム 編 機 / 
フラレ ンド 編 機 に は 他 に フレ ンド ゴ ュ 編 機 を 簡単 
に 取付 け 1 操作 で 、 1 目 ゴ ム 編 、 2 目 ゴ ム 編 、 
和 編 、 共 の 他 各 種 の 模様 編み を 美しく 編む 事 が 
出来 ます 。 


人物 友 っ 徹 


会 長 山田 キク 先生 


本 会 は 全国 各地 に 現在 2000 余 箇所 の 学校 、 或 ひ は 研究 所 
を 有 し 、 我 国 最大 の 編物 、 手 芸 の 総合 研究 機関 で あり ま 


詳細 に つい て は 下記 へ 御 問合せ 下さ い 。 


東 京都 新 宿 区 百 人 町 2 の 64 
山手 線 新 大 久保 駅 下車 8 分 
電 話 四 和 谷 (8 0O 1 5 1 


